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表 2 確 認 さ れ た 爬 虫 類
和 名 富 山 市 ・ 婦 中 町 山 田
ク サ ガ メ △  
ト カ ゲ △  △  
カ ナ ヘ ピ ゜ △  シ マ ヘ ピ ゜  ゜ア オ ダ イ シ ョ ウ ゜  ゜シ ロ マ ダ ラ ＊  t:: バ カ リ △  
ヤ マ カ ガ シ ゜  ゜マ ム シ ゜  ゜，  8  7  〇 晋 通 に み ら れ る △ 少  な い *  1 個 体 の み 確 認
爬 虫 類 （表 2 )
ヘ ビ 、 ト カ ゲ 、 カ メ は 両 地 域 で 9 種 が 確 認 さ れ ま し
た 。 多 く が 山 地 の 代 表 的 な 爬 虫 類 で す 。 宮 山 市 ・ 掃 中
町 で は 、 8種 山 田 で は 7 種 と 三 熊 で わ ず か で す が 種 数
が 多 く 、 大 部 分 は 共 通 し て い ま し た が ． 三 熊 だ け で み
LlJ 田 で ク サ ガ メ が み
ら れ な か っ た の は 、 三 熊 で は ． 池 や 湿 地 が 連 続 し て 広
が り 、 カ メ は 移 動 し や す い の で す が 、 山 田 は 池 が 山 地
に あ り 、 独 立 し て い る た め 、 カ メ が 移 動 し に く い か ら
だ と 思 い ま す 。
里 山 の 代 表 的 な ヘ ビ 類 は ． ア オ ダ イ シ ョ ウ （ 図 3) 、
シ マ ヘ ピ ． ヤ マ カ ガ シ 、 マ ム シ で す 。 ヒ バ カ リ は ． 水
田 付 近 で み ら れ 、 水 田 の 周 辺 で 生 活 し て い る ヘ ピ と 思
わ れ ま す 。
ま と め
里 山 の 水 田 と 湿 地 を 主 な 産 卵 場 所 と し て い る の は 、
ニ ホ ン ア カ ガ エ ル 、 ヤ マ ア カ ガ エ ル 、 ト ノ サ マ ガ エ ル、
シ ュ レ ー ゲ ル ア オ ガ エ ル で 水 田 に 水 を ひ く た め の 人
工 の た め 池 は 、 モ リ ア オ ガ エ ル の 産 卵 場 所 と な っ て い
ま す 。 谷 川 は 。 渓 流 を 産 卵 場 所 と す る ヒ ダ サ ン シ ョ ウ
ウ オ や タ ゴ ガ エ ル の 産 卵 場 所 と な っ て い ま す 。
里 山 に は 、 溜 池 、 水 路 、 水 E1:1 と 、 水 が 循 戻 し 、 そ れ
ぞ れ の 水 場 を 色 々 な 両 生 類 が 産 卵 場 所 と し て 利 用 し て
い ま す 。 周 辺 の 草 地 や 林 も 親 や 子 ど も の 生 活 場 所 と な っ
て い ま す 。 里 山 の 水 を 中 心 と す る さ ま ざ ま な 現 境 は 、
里 山 に す む 人 が 生 活 の た め に 長 い 期 問 を か け て 改 良 し
維 持 し て き た 、 い わ ば 人 工 的 な 自 然 で す が 會 両 生 類 は
そ の よ う な 哀 塊 を う ま く 利 用 し な が ら 生 き 長 ら え て き
た と 思 わ れ ま す ． し か し 、 近 年 は 、 里 山 の 谷 の 水 田 は 、
休 耕 田 と な り ヨ シ が 生 え る 等 の 植 生 遷 移 が 進 み ． 水 路
は コ ン ク リ ー ト 化 し て い る と こ ろ が 多 く な っ て い ま す 。
こ の た め 湿 地 や 消 に 産 卵 す る ホ ク リ ク サ ン シ ョ ウ ウ ォ
が 影 響 を 受 け て 次 第 に 少 な く な っ て い き 、 次 ぎ に 水 田
に 産 卵 す る ニ ホ ン ア カ カ ‘ エ ル や ヤ マ ア カ ガ エ ル な ど も
彩 響 を 受 け る こ と で し ょ う ．
（ 調 査 は 福 田 保 氏 、 荒 木 克 昌 氏 と い っ し ょ に 行 い ま し
た ）
里 山 の 淡 水 魚
調 査 地 の 射 水 丘 陵 に は 、 下 条 川 水 系 の 浄 土 寺 /II 、 鍛
冶 川 が 流 れ て い ま す が 、 そ の 源 の 標 高 は 100~200m ほ
ど で 宮 山 県 の 川 の 中 で は 源 流 の 標 面 が 低 い の が 特 徴
で す （ 図 I) 。 そ の た め .J II の 流 れ は 速 く あ り ま せ ん 。 一 方 、
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山 田 を 流 れ る 山 田 川 は 神 通 /II 水 系 の 一 支 流 で 、 上 流 は
南 砺 市 の 1B 利 賀 村 の 百 瀬 /II で ． 源 流 は IOOm を 越 し 、
山 田 ・ 婦 中 町 を 流 れ 山 田 川 に 、 さ ら に 井 田 川 ． 神 通 川
に 合 流 し ま す ． 山 lfl 川 は 、 渓 流 の 発 達 す る 宮 山 県 の
図 1. 浄 土 寺 川 上 流 の 様 子 ． 図 2. 河 床 の 見 え る 山 田 川 で 魚 の 調 査 を し て い る 。
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図 4. 山 田 川 で 広 い 範 囲 で み ら れ た ウ グ イ
図 5. 山 田 川 で わ ず か に み ら れ た ア ジ メ ド ジ ョ ウ 。
山 地 の 代 表 的 な 川 で （ 図 2) 、 山 田 で は 谷 の 問 を 蛇 行 し
な が ら 流 れ 、 流 れ の 速 い 渓 流 と な っ て い ま す 。 途 中 に
は 若 土 ダ ム が あ り ま す ．
魚 類 の 調 査 は 亀 200 1-20 年 に 吋 水 丘 陵 を 流 れ る 緞
冶 川 、 浄 上 寺 ） II ( 下 条 川 水 系 ） 等 と 山 田 、 婦 中 町 を 流
れ る 山 田 川 本 流 で 魚 類 調 査 を 行 い ま し た 。
発 見 さ れ た 淡 水 魚 （表 1)
射 水 丘 陵 で は ：
鍛 冶 川 本 流 で は 6 種 類 の 魚 類 し か 確 認 さ れ ま せ ん で
し た ． 川 に 堰 （ せ き ） が 多 い た め に 魚 の 移 動 が で き な
III 尻 池 や 下 流 の 用 水 で は 、 約 8
桶 が 確 認 さ れ 、 特 に ギ ン ブ ナ が 多 く み ら れ ま し た 。 下
条 /II 木 流 で は 9 種 が 見 ら れ ． コ イ 科 の オ イ カ ワ が や や
多 く 見 み ら れ ま し た 。 浄 t 寺 /II で は 1 3 種 が 確 認 さ れ ．
タ モ ロ コ 亀 ア プ ラ ハ ヤ 、 タ カ ハ ヤ （ 図 3) 、 オ イ カ ワ
図 6 . プ ラ ッ ク バ ス と プ ル ー ギ ル が い た 溜 池
図 7. 里 山 の た め 池 で 確 認 さ れ た 外 来 魚 の プ ラ ッ ク バ ス ．
が や や 多 く 見 ら れ ま し た 。
丘 陵 の 山 あ い を 流 れ る 上 流 で は ． タ カ ハ ヤ 、 シ マ ド
ウ ジ ョ ウ な ど が 見 ら れ 、 こ れ ら の 魚 が ． 射 水 丘 陵 の 山
あ い を 流 れ る 谷 川 の 代 表 的 な 魚 と 言 え ま す．
山 田 川 で は ：
山 田 川 本 流 に は 16 種 類 の 魚 類 が み ら れ ま し た 。 若 土
ダ ム よ り 下 流 で は 、 16 種 が み ら れ 、 ダ ム よ  り 上 流 で は
3 種 で し た 。 ダ ム の 下 流 側 で は 宮 山 県 の 中 流 か ら 上 流
に 見 ら れ る 代 表 的 な 魚 が み ら れ 、 特 に コ イ 科 の ウ グ イ
（図 4) と タ カ ハ ヤ が 広 い 範 囲 で み ら れ 、 ダ ム の 下 流
側 で は ． ハ ゼ 科 の カ ワ ヨ シ ノ ポ リ が 広 い 範 囲 で み ら れ
ま し た 。 宮 山 県 の 中 流 か ら 上 流 の 代 表 的 な 淡 水 魚 の ア
カ ザ 、 ア ジ メ ド ジ ョ ウ や 砂 地 に す む ス ナ ャ ッ メ が わ ず
か に み ら れ た に す ぎ ず 、 谷 川 の 代 表 的 な 魚 で 石 の 隙 問
に す む カ ジ カ （ 大 卵 型 ） は み ら れ ま せ ん で し た 。
射 水 丘 陵 で プ ラ ッ ク パ ス が 増 え て い る
射 水 丘 陵 の 鍛 冶 /111 カ 所 と 浄 J: 寺 川 の 2 カ 所 の 溜 池
で 北 ア メ リ カ 1点 産 の プ ラ ッ ク バ ス を 、 そ の う ち l 箇 所
で プ ル ー ギ ル を 確 認 し ま し た 。 溜 池 の 下 流 で も プ ラ ッ
ク パ ス を 確 認 し ま し た の で 、 池 か ら 流 れ 出 て い る の は
確 実 で す 。 他 に も 婦 中 町 の 小 さ な 溜 め 池 で プ ラ ッ ク パ
ス を 確 認 し ま し た ． ま た 、 文 献 か ら 古 洞 ダ ム に も 生 息
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し て い る こ と が わ か っ て い ま す ． 宮 山 県 で は 、 プ ラ ッ
ク バ ス は ダ ム 湖 な ど 大 き な 湖 に み ら れ 、 今 回 の 調 査 で
里 山 の 小 さ な 溜 池 に も 入 り 込 ん で い る こ と が わ か り ま
し た 。
ま と め
今 回 の 調 査 で 、 射 水 丘 陵 東 部 の 河 川 で は 、 ギ ン ブ ナ
や タ モ ロ コ の よ う な 流 れ の 緩 い 場 所 を 好 む 魚 種 が み ら
れ 源 流 部 を 代 表 す る 魚 は タ カ ハ ヤ や シ マ ド ジ ョ ウ な
ど で あ る こ と が わ か り ま し た 。
グ イ 、 オ イ カ ワ 、 カ ワ ム ツ 、 カ ワ ヨ シ ノ ポ リ な ど 、 宮
山 県 の 谷 川 を 代 表 す る よ う な 魚 が 見 ら れ ま し た が 、 砂
地 の ス ナ ヤ ツ メ や 中 流 か ら 上 流 に 生 息 す る ア カ ザ 、 ア
ジ メ ド ジ ョ ウ が 少 な く 、 カ ジ カ （ 大 卵 型 ） も み ら れ
ま せ ん で し た 。 川 に 堰 が い た る と こ ろ に つ く ら れ 魚 の
行 き 来 が で き な い こ と や 護 岸 工 事 な ど に よ る 河 川 環 境
の 変 化 が こ れ ら の 魚 の 減 少 を 招 い て い る と 思 わ れ ま す 。
射 水 丘 陵 の 溜 池 で は 、 プ ラ ッ ク パ ス な ど の 外 米 魚 が 確
実 に 増 加 し 、 動 物 食 の た め 、 も と も と い た 水 生 動 物 が
食 ぺ ら れ た り す る な ど 、 影 唇 が 心 配 さ れ ま す ．
（ 調 査 は 福 El:I 保 氏 と い っ し ょ に 行 い ま し た ）
表 1 確 認 さ れ た 魚 類
水 系 下 条 川 鍛 冶 ） II 山 田 川
河 川 名 下 条 川 浄 土 寺 川 鍛 冶 JII 田 尻 池 と 山 田 川  山 田 川下 の 用 水 （ダ ム 下 流 ） （ ダ ム 上 流 ）
ス ナ ヤ ツ メ ... ．  
ヤ マ メ ●  ●  
ア ユ ●  
ア カ ヒ レ タ ピ ラ ▲  
タ イ リ ク パ ラ タ ナ ゴ ＊  
カ マ ッ カ ●  ●  ●  
タ モ ロ コ ．  ．   ．  
モ ツ ゴ ．  
ウ グ イ ●  ●  
ア プ ラ ハ ヤ ●  ●  
タ カ ハ ヤ ．   ．  ．  
オ イ カ ワ ●  ●  ●  
カ ワ ム ツ B 型 ●  
ギ ン プ ナ ．  ．  ．  ．  
ゲ ン ゴ ロ ウ プ ナ ．  
コ イ ．  ．  
ド ジ ョ ウ ．  ．  
シ マ ド ジ ョ ウ ．  ．  ．  ．  ．  
ア ジ メ ド ジ ョ ウ ▲  
ア カ ザ ●  
メ ダ カ &  
プ ラ ッ ク パ ス ．  ＊  
プ ル ー ギ ル ＊  
ト ウ ヨ シ ノ ボ リ ．  ．  ．  ．  
オ オ ヨ シ ノ ポ リ ... ●  
カ ワ ヨ シ ノ ポ リ ●  
ヨ シ ノ ポ リ 類 ●  ●  ●  ●  ●  
ウ キ ゴ リ ●  ●  
種 ，  13 6  7  16 3  
17 11 16 
● 茜 通 ▲ 少 な い ＊ 外 釆 魚
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